
はじめにお読みください
お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本マニュアルは、Windowsの基本的な操作がひと通りでき、アプリケーションなどのヘルプを使っ
て操作方法を理解、解決できることを前提に本機固有の情報を中心に記載されています。
なお本マニュアルに記載のイラストはモデルにより多少異なります。

添付品の確認............................................................................................... 2
不足しているものや、破損しているものがないかを最初に確認します。

安全にお使いいただくために.................................................................... 3
本機を安全にお使いいただくための情報を記載しています。添付品の確認後、必ず
お読みください。

添付品の接続............................................................................................ 15
使い始めるのに必要な機器を接続します。

パソコンの準備........................................................................................ 17
本機の電源を入れる手順について説明します。

マニュアルの紹介..................................................................................... 17
添付されているマニュアルの使い方について説明しています。

お客様登録................................................................................................ 18
お客様の登録をします。

付録............................................................................................................ 18
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本マニュアルの表記について

本マニュアルで使用している記号や表記には、次のよう
な意味があります。

	◆本マニュアルで使用しているOSの正式名称

本文中の表記 正式名称

Windows、
Windows 11

次のいずれかを指します。
• ‌�Windows 11 Pro
• ‌�Windows 11 Home

	◆本マニュアルで使用している記号

してはいけないことや、注意してい
ただきたいことを説明しています。
よく読んで注意を守ってください。
場合によっては、作ったデータの消
失、使用しているアプリケーション
の破壊、コンピューターの破損の可
能性があります。また、全体に関す
る注意については、「注意事項」とし
てまとめて説明しています。

利用の参考となる補足的な情報をま
とめています。

マニュアルの中で関連する情報が書
かれている所を示しています。

	◆本マニュアルで使用している表記

本機、本体、	
本製品

本マニュアルの対象機種を指します。
特に周辺機器などを含まない対象機
種を指す場合、「本体」と表記します。

光学ドライブ DVDスーパーマルチドライブ、また
はDVD-ROMドライブを指します。
書き分ける必要のある場合は、その
ドライブの種類を記載します。

内蔵ストレージ SSDを指します。

グラフィック	
ボード搭載モデル

グラフィックアクセラレータにイン
テル® Arc™ A310 グラフィックスが
搭載されているモデルを指します。

再セットアップ用	
メディア

「再セットアップ用ディスク」また
は「再セットアップ用USBメモリ」
を指します。書き分ける必要がある
場合は、それぞれのメディアを記載
します。

【　】【　】で囲んである文字はキーボー
ドのキーを指します。

【Ctrl】＋【Y】と表記してある場合
は、【Ctrl】を押したまま【Y】を押す
ことを指します。

『　』『　』で囲んである文字はマニュア
ルの名称を指します。

	◆本文中の記載について

・	本文中の画面やイラスト、メニューなどの表示や
ホームページは、モデルやお使いの環境によって異
なることがあります。また、実際の画面と異なるこ
とがあります。

・	記載している内容は、マニュアルの制作時点のもの
です。お問い合わせ先の窓口やサービス内容、住所、
電話番号、ホームページの内容やアドレスなどが変
更されている場合があります。また、Windowsや
アプリのアップデートにより、画面や手順に変更が
入る場合があります。あらかじめご了承ください。

・	以上の点に限らず、本マニュアルの記載内容に関し
ては将来予告なしに変更することがあります。定期
的に、Web上の最新のマニュアルをご確認ください。 
https://www.bizpc.nec.co.jp/bangai/pcseek/

添付品の確認

添付品を確認する

梱包箱を開けたら、まず添付品が揃っているかどうか、.
このチェックリストを見ながら確認してください。万一、.
添付品が足りない場合や破損していた場合は、すぐに.
ご購入元にご連絡ください。

梱包箱には、このチェックリストに記載されていない
注意書きの紙などが入っている場合がありますので、
本機をご使用いただく前に必ずご一読ください。
また、紛失しないよう、保管には十分気を付けてくだ
さい。

1.箱の中身を確認する
	●添付品
	□保証書（梱包箱に貼り付けられています）
	□本体
	□サービスコンセント付き電源コード
	□ケーブルストッパ（ネジなし）

				 

	□スタビライザ（2個）

				 

	□はじめにお読みください（本マニュアルです）
	□保証規定＆修理に関するご案内
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	●選択した構成オプションの添付品
・	キーボード

	□キーボード

・	マウス
	□マウス

・	DVDスーパーマルチドライブ
	□ CyberLink PowerDVD / CyberLink Power2Go /
CyberLink PowerBackup ディスク

・	DVD-ROMドライブ
	□CyberLink PowerDVD ディスク

・	変換アダプタ
	□DisplayPort-DVI変換アダプタ※

	□DisplayPort-HDMI変換アダプタ※

	□DisplayPort-VGA変換アダプタ

※‌�ご購入時に選択した内容により、1本または2本
添付されています。

・	再セットアップ用媒体
	‌� 選択したOS用の再セットアップ用メディアが添付さ
れています。
	□再セットアップ用ディスク（Windows 11 Pro）
	□再セットアップ用ディスク（Windows 11 Home）

・	サービス＆サポート
	□標準保証拡張G6、標準保証拡張G6 ディスク返却
不要サービス付、標準保証拡張G6（動産総合保険
付）、標準保証拡張G6（動産総合保険付）ディスク
返却不要サービス付、引取標準保証拡張G6、また
は動産総合保険付標準保証拡張G7

2.‌�ディスプレイがセットになったモデルの場合、
ディスプレイの添付品は、下記のURLより、
ディスプレイのマニュアルを見て確認する
https://www.sharp-nec-displays.com/dl/jp/dp/man_
dim/index.html

3.‌�本体にある型番、製造番号と保証書の型番、製
造番号が一致していることを確認する
万一違っているときは、すぐにご購入元にご連絡くだ
さい。また保証書は大切に保管しておいてください。
なお、フリーセレクション型番の場合は、フレーム型
番のみが表示されています。
保証期間中に万一故障した場合は、保証書の記載内容
に基づいて修理いたします。
保証期間後の修理については、ご購入元、または当社
指定のサービス窓口にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要
望により有償修理いたします。

安全にお使いいただくために

表記の意味

このマニュアルでは、製品を安全にお使いいただくため
の項目を次のように記載しています。

記載内容を守っていただけない場合、どの程度の
影響があるかを表しています。

人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示します。

人が軽傷を負う可能性が想定され
る内容、および、物的損害の発生
が想定される内容を示します。

傷害や事故の発生を防止するための禁止事項は、
次のマークで表しています。

一般禁止
その行為を禁止します。

火気禁止
外部の火気によって製品が発火する可能性を
示します。

接触禁止
特定場所に触れることで傷害を負う可能性を
示します。

分解禁止
分解することで感電などの傷害を負う可能性
を示します。

水ぬれ禁止
水がかかる場所で使用したり、水にぬらすな
どして使用すると漏電による感電や発火の可
能性を示します。

ぬれ手禁止
ぬれた手で扱うと感電する可能性を示します。

傷害や事故の発生を防止するための指示事項は、
次のマークで表しています。

使用者に対して指示に基づく行為を強制する
ものです。

電源コードのプラグを抜くように指示するも
のです。

アース線を必ず接続するように指示するもの
です。

特定の条件において、高温による障害の可能
性を示します。
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安全上の警告・注意事項

本体使用上の警告・注意

■	本体使用上の警告

	●本製品は電源コンセントの近くに設置し、遮
断装置（電源コードのプラグ）に容易に手が届
くようにしてください（バッテリーパック使
用時は除く）。
電源コンセントから遠い場所に設置した場
合、万一、煙や異臭、異常な音が発生したとき、
手で触れないほど熱くなったときなど、電源
コードのプラグをすぐに抜けなくなるおそれ
があります。

	●煙や異臭、異常な音、手で触れないほど熱い
ときは、すぐに本製品の電源を切り、電源コー
ドのプラグをコンセントから抜いてください。	
バッテリーパックを取り外せる機種は、安全
を確認してから取り外してください。
そのまま使用すると、火災、やけど、感電の
おそれがあります。内部の点検・調整は、下
記にお問い合わせください。
0120-977-633

		

	●本製品に触れるとビリビリとした電気を感じ
る場合は、すぐに電源を切り、電源コードの
プラグをコンセントから抜いてください。� 	
バッテリーパックを取り外せる機種は、安全
を確認してから取り外してください。
そのまま使用すると、感電、けが、火災の原
因になります。

	●本製品が変形していたり、割れ目などの破損
箇所がある場合は、すぐに電源を切り、電源
コードのプラグをコンセントから抜いてくだ
さい。� 	
バッテリーパックを取り外せる機種は、安全
を確認してから取り外してください。
そのまま使用すると、感電、けが、火災の原
因になります。

	●電源コードのプラグをコンセントから抜くと
きは、コードを引っ張らないでください。
電源コードが破損し、火災や感電の原因にな
ります。

		

	●雷が鳴り出したら、本製品や本製品に接続さ
れているケーブル類（電源コード、ACアダプ
タ、USBケーブルなど）に触れないでくださ
い。また、機器の接続や取り外しをおこなわ
ないでください。
落雷による感電のおそれがあります。

		

	●ビニール袋などの梱包材料は、お子さま、特
に乳幼児の手の届かない安全な所に保管して
ください。
窒息事故などを起こすおそれがあります。

	●不安定な場所に置かないでください。また、
地震等によって落下、転倒しやすい場所には
置かないでください。
落下、転倒してけがをするおそれがあります。

	●本製品を改造、分解しないでください。
感電、発煙、発火の原因になります。

	●本製品を火中に投入、加熱、あるいは端子を
ショートさせないでください。
発熱、発火、破裂の原因になります。

	●本製品の内部に次のような異物を入れないで
ください。
・	金属物
・	水などの液体
・	燃えやすい物質
・	薬品
回路がショートして火災の原因になります。

253-M102_hajime_J.indd   4253-M102_hajime_J.indd   4 2025/06/25   15:40:172025/06/25   15:40:17



5

	● 装置の通風孔（排熱孔）をふさがないでください。
内部に熱がこもり、発煙、発火の原因になる
ことがあります。

		

■	本体使用上の注意

	●本製品を次のような場所で使用・保管しない
でください。
・	風呂場など湿気の多い場所
・	調理台や加湿器のそばなど、水、湿気、湯気、

塵、油煙などの多い場所
感電の原因になります。万一液体が入った
場合は、電源をオフにしてNECサポート窓口

（121コンタクトセンター）にお問い合わせく
ださい。乾いているようでも本製品内部に水
分が残っていることがあります。

		

	●本製品の使用中や使用直後、バッテリーパッ
クの充電中は、温度が高くなる部分がありま
すので注意してください。
特に、本体底面、本体背面のコネクタ、液晶
ディスプレイの周辺、キーボードのキー、コー
ドを固定するねじ類、通風孔（排熱孔）、ACア
ダプタの表面、SDメモリーカード、SDメモリー
カードスロットの周辺、バッテリーパックや
バッテリーパックの周辺などが高温になる場
合があり、やけどなどのおそれがあります。

	●本製品を設置したり移動する場合は、指など
をはさまないよう十分注意してください。
設置や移動の際、本製品と床、壁などとの間
に指などをはさむと、けがの原因になること
があります。

	●重い製品を移動する場合は、ひざを曲げ、体
勢を整えてから、できるだけ体にくっつける
ようにして持ち上げてください。
体勢を整えないまま持ち上げると腰痛の原因
になる場合があります。なお、大きな製品や
特に重い製品は2人以上で持ち上げるように
してください。

	●前面カバーがある製品の場合、カバーを開け
た状態で使用するときは、十分注意してくだ
さい。
前面カバーに強くぶつかったときにけがの原
因になることがあります。
ケーブル等を接続したり、一部のUSB機器等
を取り付けた状態では、カバーを閉じられな
い場合があります。この場合はカバーを開け
たまま使用してください。

	●本製品は、24時間以上の連続使用を前提と
した設計にはなっておりません。注意してく
ださい。
故障や安全の観点からご注意ください。

	●高温に注意してください。
通風孔（排熱孔）からの送風、通風孔（排熱孔）
周辺は熱くなりますので、送風に当たる、ま
たは触れることにより、低温やけどのおそれ
があります。
また、本製品が動作しているときの温度は安
全規格の範囲内に維持されますが、低温やけ
どにならないよう、本体底面には1分間以上
続けて直接触れないことをおすすめします。

	●通風孔（排熱孔）からの送風に注意してくださ
い。
通風孔（排熱孔）からの排気は室温よりも高い
温度となっております。通風孔（排熱孔）から
の送風に長時間当たることにより、低温やけ
どのおそれがあります。肌の弱い方などは特
にご注意ください。

	●液晶ディスプレイを閉じた状態で使用しない
でください（ノートパソコンの場合）。
内部温度が高くなり、故障、発熱の原因とな
ります。

	●ひざの上で長時間使用しないでください。
使用中、本製品の底面が熱くなり、低温やけ
どを起こす可能性があります。
低温やけどは、長時間にわたり一定箇所に発
熱体が触れたままになっているときなどに肌
に紅斑（こうはん）、水疱（すいほう）などの症
状を起こすやけどのことです。肌の弱い方な
どは、特にご注意ください。

	●使用するソフトによっては、パームレスト部
（手をのせる部分）やキーボードのキーが多少
熱く感じられることがあります。また、バッ
クライト付きキーボードモデルでは、キー
ボードのバックライト機能を使用する場合、
キーボードのキーが多少熱く感じられること
があります。
長時間にわたるキーボード等の操作をする場
合は、低温やけどのおそれがあります。肌の
弱い方などは、特にご注意ください。
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	●光学ドライブのトレイが出た状態で使用する
場合は、十分注意してください。光学ドライ
ブのトレイはイジェクトボタンを押さなくて
も、ソフトウェアの動作などで本体から出て
くることがあるため注意してください。
光学ドライブのトレイに強くぶつかったり手
や足をひっかけたりすると、けがや破損の原
因になります。

	●光学ドライブは絶対に分解しないでください。
故障、発熱、破損、感電の原因になります。

	●光学ドライブなどのレーザー光源を直接見つ
めないでください。
目が痛んだり、視力障害を起こすおそれがあ
ります。

	●添付のCD-ROM・DVD-ROMディスクは、
CD-ROM・DVD-ROM対応プレイヤー以外
では絶対に使用しないでください。
大音量によって耳に障害を被ったり、スピー
カーやCD-ROM・DVD-ROMディスクを破損す
る原因になります。

	●先のとがったもので液晶ディスプレイ表面に
傷を付けないでください。
	●液晶ディスプレイ表面や外枠部分を強く押さ
ないでください。
	●液晶ディスプレイ内部の液体を口に入れない
でください。また、内部の液体に触れないで
ください。
液晶ディスプレイが破損して内部の液体が口
に入った場合は、すぐにうがいをしてくださ
い。また、皮膚に付着したり目に入った場合
は、すぐに流水で15分以上洗浄し、直ちに医
師にご相談ください。

		

	●液晶ディスプレイのガラスの取り扱いに注意
してください。
液晶ディスプレイはガラスでできています。
取り扱いによってはガラスが割れることがあ
ります。次の点に注意してください。
・	液晶ディスプレイに衝撃を与えないよう、

ゆっくり開閉してください。
・	液晶ディスプレイを破損しないよう、無理

に大きく開けないでください。
・	液晶ディスプレイをたたいたり、強く押し

たりしないでください。
・	液晶ディスプレイとキーボードの間に物を

はさまないでください。

	●光学式マウスの底面の光を直接見つめないで
ください。
目が痛んだり、視力障害を起こすおそれがあ
ります。

	●レーザーマウスの底面の穴を見つめないでく
ださい。
マウス底面から、目には見えませんが、レー
ザーが出ています。レーザーが出ている穴の
部分を見つめると、視力に障害が起こる可能
性があるので見つめないように注意してくだ
さい。

電源、電源コード、ACアダプタ使用上の警告・注意

■	電源、電源コード、ACアダプタ使用上の警告

	●電源はAC100V（50/60Hz）を使用してく
ださい。
異なる電圧で使用すると、感電、発煙、火災
の原因になります。
※ACアダプタ自体は、入力電圧AC240Vまで
の安全認定を取得していますが、添付の電源
コードはAC100V用（日本仕様）です。

		

	●電源コード、ACアダプタを取り扱う際は、
次の点をお守りください。
・	落下させたり衝撃を与えない
・	折れ曲がった状態や束ねた状態で使用しない
・	つけ根部分を無理に曲げない
・	重いものを載せない
・	布などでくるまない
・	屋外で使用しない
・	水などの液体がかかる場所では使用しない
発煙、発火、火災、感電の原因になります。
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	●破損した電源コードは使用しないでください。
電源コードが破損した場合に、テープなどで
修復して使用しないでください。修復した部
分が過熱し、火災や感電の原因になります。

		

	●ACアダプタ本体や接続ケーブルが変形した
り、割れたり、傷ついている場合は、使用し
ないでください。
発煙、発火、火災、感電、やけどの原因にな
ります。

		

	●ACアダプタ本体に電源コードや接続ケーブ
ルを巻き付けないでください。
電源コードや接続ケーブルの芯線が露出した
り断線したりして、発煙、発火、火災、感電、
やけどの原因になります。

		

	● 電源コードやACアダプタを持ち運びする際は、
図のように正しくコードを束ねてください。
コードを束ねないで持ち運ぶと、コードを傷
め、発煙、発火、火災、感電、やけどの原因
になります。

		

	●電源コード、ACアダプタのプラグにほこり
がたまったままの状態で本製品を使用しない
でください。
電源コード、ACアダプタのプラグにほこりが
たまったまま使用していると、プラグのピン
の間で放電（トラッキング現象）が起こり、火
災の原因になります。

	●電源コードは、本製品添付のものを使用し、
そのプラグを、壁や床に設置されている定格
100Vのコンセントに直接差し込んでくださ
い。また、本製品添付の電源コードは他の機
器に使用できません。
やむを得ず、お客様の責任で延長コード等を
ご利用になる場合は、二重絶縁（二重被覆）の
ものを定格の範囲内で使用し、以下の項目に
十分注意するようにしてください。
・	落下させたり衝撃を与えない
・	屋外で使用しない
・	折れ曲がった状態で使用しない
・	つけ根部分を無理に曲げない
・	重いものを載せない
・	布などでくるまない
・	破損したコードを使わない
・	水などの液体がかかる場所では使用しない
・	プラグにほこりがたまったままの状態で使

用しない 
・	奥までしっかり差し込む
・	ぬれた手で触らない
・	プラグ部をコンセントに正しく挿入する
・	コンセントから抜くときは、必ずプラグ部

を持って抜く
・	釘やステープル等で固定しない
延長コード等は、使用方法によっては発煙、
発火、火災、感電の原因になることがありま
すので十分ご注意ください。

	●タコ足配線にしないでください。
電源コードをタコ足配線にすると、コンセン
トが過熱し、火災の原因になります。

		

	●アース線がある場合、アース線は、絶対にガ
ス管につながないでください。
火災の原因になります。

	●アース線がある場合、アース線の金属部をコ
ンセントとプラグの間にはさまないでくださ
い。またアース線の金属部をコンセントの差
込口に差し込まないでください。
感電、発火の原因になります。

	●指定のACアダプタを使用し、ACアダプタを
分解、改造しないでください。
指定外のACアダプタを使用したり、分解、改
造して使用すると、感電、発煙、発火の原因
になります。
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	●電源コード、ACアダプタ等の接続の際は、
次の点をお守りください。
・	差込部は正しい向きで接続する
・	電源コードをACアダプタに接続する際は、

奥までしっかり差し込む
・	プラグ部をコンセントに正しく挿入する
・	コンセントから抜くときは、必ずプラグ部

を持って抜く
発煙、発火、火災、感電の原因になります。

	●長期間使用しないときは、電源コードのプラ
グをコンセントから抜いてください。
絶縁劣化による漏電火災の原因になります。

	●ACアダプタとパソコンの接続部については、
次の点をお守りください。
・	接続する際は、必ずACアダプタのプラグ部

を持ってまっすぐに奥までしっかり差し込む
・	本体から抜くときは、ACアダプタのプラグ

部を持ってまっすぐに抜く
・	接続部に無理な力を加えたり、ねじったり

しない
・	接続ケーブルを引っ張ったり、傷付けたり

しない
・	運搬、移動時は接続を外す
発煙、発火、やけどのおそれがあります。
また、故障等で過熱している場合もありますの
で、接続部に触るときは十分ご注意ください。

		

ACアダプタの
プラグ部

	●電源コード、ACアダプタ等を接続して本体
を使用しているときは、ACアダプタにでき
るだけ接触しないでください。
やけどの原因になります。
特に、バッテリーパックの充電中は、ACアダ
プタの温度が高くなることがありますので注
意してください。

■	電源、電源コード、ACアダプタ使用上の注意

	●ぬれた手で触らないでください。
電源コードのプラグがコンセントに接続され
ているときにぬれた手で本体やACアダプタに
触ると、感電の原因になります。

		

	●電源コードのプラグがコンセントに接続され
ているときやバッテリーが取り付けられてい
るときは本体やメモリのカバー類を外さない
でください。
感電の原因になります。

		

	●アース線がある場合、必ずアース線を接続し
てください。
アース線を接続しないと、感電の原因になり
ます。

	●アース線がある場合、必ず本体および周辺機
器の電源コードのプラグをコンセントに接続
する前にアース線を接続してください。また、
アース線を取り外すときは、必ず本体および
周辺機器の電源コードのプラグをコンセント
から抜いてください。
感電の原因になります。

	● お手入れの前には、必ず本製品や周辺機器の電
源を切り、電源コードのプラグをコンセントか
ら抜いてください。
電源を切らずにお手入れをはじめると、感電
の原因になります。
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電池使用上の警告・注意

■	電池使用上の警告

	●電池は、お子さま、特に乳幼児の手の届かな
い所へ保管してください。
電池内部には有害物質が含まれているため
誤って飲み込んだり、なめたりすると危険で
す。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご
相談ください。

	●電池をショート、加熱、または火の中に入れ
ないでください。
ショート、加熱、または火の中に入れると、
電池が発熱、破裂して、けがや火災の原因に
なります。万一、内部の液がもれて目に入っ
たり、液に触れた場合は、水でよく洗い流し
た後、直ちに医師にご相談ください。

	●必ず指定の電池を使用し、（＋）、（－）を正しく
入れてください。
指定以外の電池を使用したり、電池を正しく
入れないと、破裂して、けがや火災の原因に
なります。また、使い切った電池はすぐに機
器から取り出してください。

	●電池に充電したり、直接はんだ付けしないで
ください。
充電したり、直接はんだ付けすると、破裂し
て、けがや火災の原因になります。

■	電池使用上の注意

	●電池を分解しないでください。
有害物質が出て、人体に悪影響を及ぼすこと
があります。

	●電池は直射日光・高温・高湿の場所を避けて
保管してください。
液もれの原因になります。また、電池の性能
や寿命を低下させることがあります。

	●電池の内部の液がもれたときは、液に触れな
いでください。
やけどのおそれがあります。万一液に触れた
場合は、水でよく洗い流した後、直ちに医師
の診断を受けてください。

	●種類の違う電池、または新しい電池と古い電
池を混ぜて使用しないでください。
液もれ、破裂などにより、やけど、けがの原
因になることがあります。

	●乾電池は＋極と－極をセロハンテープで絶縁
してから、各自治体の指示にしたがって捨て
てください。
絶縁しないで捨てた場合、発煙、発火の原因
になります。

	●本製品内部のコイン型リチウム電池は、お客
様では交換しないでください。お客様が交換
した場合、故障、発煙や発火の原因になりま
す。� 	
なお、なんらかの理由でコイン型リチウム電
池を捨てる必要がある場合は、＋極と－極を
セロハンテープで絶縁してから、各自治体の
指示にしたがって捨ててください。
絶縁しないで捨てた場合、発煙、発火の原因
になります。

無線（ワイヤレス）機能使用上の警告・注意

無線（ワイヤレス）機能を使用される際には、必ず本製品
のマニュアルの各無線機能使用上のご注意もあわせてご
覧ください。

■	無線（ワイヤレス）機能使用上の警告

	●埋込み型医療機器（心臓ペースメーカ及び除
細動器）装着部位から30cm以上離して使用
してください。
	●装着型医療機器をご使用の場合には、装着部
位から30cm以上離して使用し、医療機関へ
ご相談ください。
電波により影響を受けるおそれがあります。

	●満員電車の中など、人と人とが近接する状態と
なる可能性のある場所では、本製品の電源を
切るか、無線LAN、Bluetooth、ワイヤレス
WANなどの無線機能をオフにしてください。
これは心臓ペースメーカや補聴器などの医療
機器を使用している方と近接する可能性があ
り、万が一にでもそれらの機器に影響を与え
ることを防ぐためです。
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	●医療機関側が本製品の使用を禁止した区域
では、本製品の電源を切るか、無線LAN、
Bluetooth、ワイヤレスWANなどの無線機
能をオフにしてください。� 	
また、医療機関側が本製品の使用を認めた区
域でも、近くで医療機器が使用されている場
合には、本製品の電源を切るか、無線LAN、
Bluetooth、ワイヤレスWANなどの無線機
能をオフにしてください。
医療機器に影響を与え、事故の原因になるこ
とがあります。詳しい内容については、各医
療機関にお問い合わせください。

	●現在各航空会社では、航空機の飛行状態など
に応じて、機内での無線機器・電子機器など
の使用を禁止しており、本製品もその該当
機器となります。機内では本製品の電源を切
るか、無線LAN、Bluetooth、ワイヤレス
WANなどの無線機能をオフにしてください。
電子機器に影響を与え、事故の原因になるこ
とがあります。詳しい内容については、各航
空会社にお問い合わせください。

	●本製品の無線機能を使用中に他の機器に電波
障害を引き起こした場合、すみやかに無線機
能をオフにするか、本製品の使用を中止して
ください。
機器に影響を与え、誤動作による事故の原因
になるおそれがあります。

■	無線（ワイヤレス）機能使用上の注意

	●補聴器を装着されている方は、本製品の使用
により、補聴器にノイズなどを引き起こす可
能性がありますので、ご使用前にご確認くだ
さい。
聴力に悪い影響を与えることがあります。

周辺機器使用上の警告・注意

■	周辺機器使用上の警告

	●周辺機器は、マニュアルに記載の手順にした
がって正しく取り付けてください。
正しく取り付けられていないと、発煙、発火
の原因になります。

■	周辺機器使用上の注意

	●周辺機器の取り付け／取り外しをおこなうと
き、特に本体内部に手を入れるときは、指を
はさんだり、ぶつけたり、切ったりしないよ
うに注意してください。
けがの原因になります。

	●このパソコンの使用直後に本製品のカバーを
開けて、周辺機器の取り付けや取り外しをす
るときは、CPUやCPUの周辺、ヒートシン
ク（放熱板）に触れないでください。
CPU、CPUの周辺、ヒートシンク（放熱板）が
高温になっていますので、手を触れるとやけ
どをするおそれがあります。電源を切った後、
30分以上たってからおこなうことをおすすめ
します。

お手入れ時の警告

	●本製品のお手入れには、可燃性のエアダス
ターは使用しないでください。
発火・火災の原因になることがあります。

健康上の注意

	●ディスプレイを長時間継続して見ないでくだ
さい。
ディスプレイなどの画面を長時間継続して見
続けると、目が疲れたり、視力が低下するこ
とがあります。ディスプレイなどの画面を見
続けて、身体の一部に痛みや不快感が生じた
ときは、すぐに本製品の使用をやめて休息し
てください。
万一、休息しても痛みや不快感が取れないと
きは、直ちに医師にご相談ください。

	●キーボードやNXパッド、マウスを長時間継
続して使用しないでください。
キーボードやNXパッド、マウスを長時間継続
して使用すると、腕や手首が痛くなることが
あります。キーボードやNXパッド、マウスを
使用中、身体の一部に痛みや不快感が生じた
ときは、すぐに本製品の使用をやめて休息し
てください。
万一、休息しても痛みや不快感が取れないと
きは、直ちに医師にご相談ください。
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	●ヘッドフォンやヘッドフォンマイクを使う場
合は、音量を上げすぎないように注意してく
ださい。
大きな音量で長時間使うと、聴力に悪い影響
を与えることがあります。

	●ヘッドフォンやヘッドフォンマイクを装着し
た状態でプラグの抜き挿し、本製品の電源の
オン／オフ、省電力状態／復帰の操作をしな
いでください。
聴力に悪い影響を与えることがあります。

		

		

製品保護上のご注意

■	本製品の取り扱い上の注意

	●次のような場所で使用／保管しないでください。
誤動作や故障の原因になることがあります。
ほこりが多い場所／衝撃や振動が加わる場所／不安定
な場所／暖房器具の近く／磁気を発するもの（扇風機
や大型のスピーカー、温風式こたつなど）の近く／長
時間直射日光が当たる場所／落下の可能性がある場所
／テレビ、ラジオ、コードレス電話などの近く／熱の
こもる場所／水分や湿気の多い場所／薬品や液体の近
く／腐食性ガス（オゾンガスなど）が発生する場所／
夏の閉めきった自動車内／人通りが多くてぶつかる可
能性がある場所

	●仕様一覧に掲載の温湿度条件内で使用してください。
温湿度条件については、本製品のマニュアルまたは
ホームページの「仕様一覧」をご覧ください。

	● 本製品を使用する際は、次のことに気をつけてください。
・	落としたりぶつけたりしないよう、平らで十分な強

度がある場所で使用してください。
・	結露した状態で使用しないでください。寒い場所か

ら暖かい場所へ急に持ち込むと、水滴が付着（結露）
し、誤動作、故障の原因になることがあります。

・	本製品の上にものを載せないでください。また、書
類や布などで通風孔（排熱孔）をふさがないでくだ
さい。

・	本製品のほこりなどは定期的に取り除いてくださ
い。通風孔（排熱孔）がほこりなどにより目詰まり
すると、本体内の空気の流れが悪くなり、本製品の
故障や機能低下の原因となることがあります。

・	本製品のそばで、飲食や喫煙をしないでください。
・	本製品を改造しないでください。当社の保証やサー

ビスの対象外となることがあります。
・	先のとがったもので傷付けないでください。特に、

指紋センサーに傷が付くと、故障や照合精度が落ち
る原因になります。

・	DVDやCDなどのディスクにデータを記録している
ときは、本製品に振動や衝撃を与えないでください。

・	静電気に注意してください。本製品は静電気によっ
て故障、破損することがあります。本製品に触れる
前にアルミサッシやドアのノブなどの身近な金属に
手を触れるなどして身体の静電気を取り除くように
してください。

	●本製品を移動するときには、必ず電源を切り、電源コー
ド、ACアダプタのプラグをコンセントから抜いてく
ださい。
輸送する場合にはキャリングバッグやご購入時の梱包
箱を利用してください。

	●本製品を移動するときには、DVDやCDなどのディス
クを取り出してください。
本製品の故障や、DVDやCDなどのディスクの破損の
原因になります。

	●長時間使用しないときは、電源コード、ACアダプタ
のプラグをコンセントから抜いてください。
パソコンの電源が切れた状態でも電源コード、ACアダプ
タが接続されているとパソコンの一部に通電しています。
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長時間お使いにならないときは、安全のため、電源コー
ドのプラグをコンセントから抜いてください。

	●本製品に接続されている周辺機器を取り外すときに
は、必ず接続ケーブルのプラグ部分を持って抜いてく
ださい。また、プラグを抜く際は、無理に引き抜いた
りねじったりしないでください。
ケーブルを引っぱって取り外したり、プラグを無理に引
き抜いたりすると、故障の原因になることがあります。

	●ケーブル類は整理してください。
ケーブルを整理しておかないと、つまずいたり引っか
けたりして、本製品の故障の原因になります。

	●本製品の液晶ディスプレイに画面を表示させている
と、液晶ディスプレイの周りの一部分があたたかくな
ることがあります。
これは、表示用電源の熱によるものであり、故障や異
常ではありません。本製品の電源を切ると、表示用電
源が切れて温度が下がります。
ノートパソコンの場合は、液晶ディスプレイを閉じる
と、表示用電源が切れて温度が下がります。

■	内蔵ストレージの取り扱い上の注意

	● 振動する場所や不安定な場所では使用しないでください。
	●電源を入れたまま本製品を動かさないでください。
	●本製品の内蔵ストレージが動作中は、本製品に衝撃や
振動を与えないよう、特に注意してください。
内蔵ストレージが動作中に外部から強い衝撃を加える
と、データが失われるだけでなく、内蔵ストレージが
故障することがあります。

	●本製品の内蔵ストレージが動作中は、電源を切ったり
再起動しないよう、特に注意してください。
内蔵ストレージが動作中に電源を切ったり再起動する
と、データが失われることがあります。

■	データのバックアップについて
	●バックアップとは

パソコンに保存されているデータをDVDやCDなどの
ディスク／外付けハードディスクなどに複製（コピー）す
ることを「バックアップを取る」といいます。
パソコンの故障などの異常が起きてご購入後に作成した
データが消えてしまった場合、そのデータをもとに戻す
ことはできません。
万一の事態に備えて定期的にデータのバックアップを取
り、大切なデータを保護しましょう。

	●バックアップを取るタイミング
特に大切なデータは、作成したり更新したりするたびに
バックアップを取ることをおすすめします。また、日時
や曜日を決めて定期的にバックアップを取るのもよいで
しょう。

■	お客様が作成されたデータの保存について
お客様が作成されたデータ（画像データ、映像データ、
文書データなど）やプログラム、設定内容が記憶装置（内
蔵ストレージなど）に記憶されている場合は、お客様の
責任においてバックアップをお取りくださいますようお
願いします。お客様が作成されましたデータなどは普段
からこまめにバックアップをお取りになることをおすす
めします。

本製品の故障や誤動作、あるいはバックアップの取り方
などにより、記憶装置に記憶された内容が消失したり、
バックアップしたデータが使用できない場合がございま
すが、当社ではその損害の責任を一切負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

■	コンピューターウイルスの予防について

	●コンピューターウイルスとは
コンピューターウイルスとは、パソコンの動作に悪影響
を与える不正なプログラムのことで、インターネットや
電子メールなどを通じて感染する可能性があります。コ
ンピューターウイルスに感染すると、感染したパソコン
のプログラムやデータが破壊されるばかりでなく、他の
パソコンへの感染源となってしまう可能性もあります。
モデルによってはコンピューターウイルスの予防と駆除
をするためのソフトが添付されていますので、定期的な
チェックをおこなうことをおすすめします。
また、日々増え続けるウイルスに対応するためには、「ウ
イルス定義ファイル」の更新が必要です。

■	‌�DVD、CD、ブルーレイディスクなどの取り扱い上の
注意

	●DVDやCD、ブルーレイディスクなどのディスクを取
り扱う際は次のことに気をつけてください。
・	データ面（文字などが印刷されていない面）に手を

触れないでください。
・	ディスクにラベルを貼ったり、傷を付けたりしない

でください。
・	ディスクに文字を書く場合はディスク印刷面（レー

ベル面）に書いてください。ボールペンや鉛筆など
ペン先が硬いものは避け、フェルトペンなどペン先
がやわらかい油性の筆記用具で手書きをするか、イ
ンクジェットプリンタ対応のディスクを使用して、
インクジェットプリンタで直接印刷してください。

・	上に重いものを載せたり、曲げたり、落としたりし
ないでください。

・	汚れたDVDやCD、ブルーレイディスクなどのディ
スクは使わないでください。

・	汚れたときは、やわらかい布で内側から外側に向け
てふいてください。

・	清掃の際はCD専用のスプレーをお使いください。
・	ベンジン、シンナーなどでふかないようにしてくだ

さい。
・	ゴミやほこりの多い場所での使用は避けてください。
・	使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・	直射日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管し

ないでください。

■	�デジタイザーペンの取り扱い上の注意� 	
（デジタイザーペン搭載機種の場合）

	●デジタイザーペンを取り扱う際は、次のことに気をつ
けてください。
使用について
・	デジタイザーペンを本体に格納する際は、デジタイ

ザーペンのチャージコネクタの向きを確認し、正し
く収納してください。誤った向きで差し込むと破損
するおそれがあります。
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取り扱いについて
・	分解しないでください。
・	上に重いものを載せたり、曲げたりしないでくださ

い。
・	溶剤類、飲み物などを近づけないでください。
・	投げたり、落としたりしないでください。
・	ゴミやほこりが多い場所での使用は避けてくださ

い。

保管について
・	使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・	お子さま、特に乳幼児の手の届かない安全な所に保

管し、誤って飲み込んだりすることがないようにし
てください。

・	直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が
高くなる所、ゴミやほこりが多い所に置かないでく
ださい。

■	メモリーカード取り扱い上の注意

	●メモリーカードを取り扱う際は、次のことに気をつけ
てください。
使用について
・	メモリーカードに添付の取扱説明書をよく読んでか

ら使用してください。
・	静電気による故障を防ぐため、静電気を放電してか

らメモリーカードを取り扱ってください。
・	小型のメモリーカードなど、アダプタが必要なカー

ドは、必ずアダプタを装着してください。
・	メモリーカードは、方向を確かめて取り付けてくだ

さい。
・	メモリーカードスロットには、スロットが対応してい

ない種類のメモリーカードを挿入しないでください。
・	メモリーカードの読み込み／書き込み中は、本体や

周辺機器のメモリーカードスロットからメモリー
カードを取り出さないでください。

・	メモリーカードやメモリーカードスロットの金属端
子部分を触らないでください。

・	裏面に通電性（電気を通す性質）がある金属が使用
されているSDメモリーカード、SDHCメモリーカー
ドやSDXCメモリーカード、マルチメディアカード
や変換アダプタは使用しないでください。

・	汚れたメモリーカードは、汚れをとってから本体や
周辺機器のメモリーカードスロットに取り付けてく
ださい。

・	SDメモリーカードによっては、多くのデータや大
きなデータの読み込み／書き込みなど、連続したア
クセスをおこなうと非常に熱くなることがありま
す。SDメモリーカードへの連続したアクセスをお
こなったときは、SDメモリーカードをすぐに取り
出さず、時間をおいてから取り出すようにしてくだ
さい。

・	SDメモリーカード本体（SD変換アダプタを含む）に
ひびなどの破損がみられる場合はご使用にならない
でください。

・	SDメモリーカードスロットから取り出せなくなっ
たり、SDメモリーカードスロットが故障する原因
になる場合があります。

取り扱いについて
・	分解しないでください。

・	上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。
・	溶剤類、飲み物などを近づけないでください。
・	クリップなどではさんだり、投げたり、落としたり

しないでください。
・	ゴミやほこりが多い場所での使用は避けてください。

保管について
・	使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・	メモリーカードやアダプタ、メモリーカードスロッ

トにセットされていたダミーカードなどは、お子さ
ま、特に乳幼児の手の届かない安全な所に保管し、
誤って飲み込んだりすることがないようにしてくだ
さい。

・	直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が
高くなる所、ゴミやほこりが多い所に置かないでく
ださい。

・	長期間使用しないときは、メモリーカードやアダプ
タを、メモリーカードスロットに取り付けたままに
しないでください。

・	メモリーカードには、添付の指定ラベル以外を貼ら
ないでください。

・	メモリーカードには、指定の貼付箇所以外にラベル
を貼らないでください。

・	大切なデータは内蔵ストレージなどにコピーして、
バックアップを取ってください。

■	乾電池使用上の注意

	●ご購入時に添付されている乾電池を使用する際は、次
のことに気をつけてください。
ご購入時に添付されている乾電池は、マニュアルに記
載されている寿命より短いことがあります。

■	本製品の故障や機能低下を防ぐための注意

	●パソコンを持ち運ぶ際のご注意（ノートパソコンの場合）
パソコンを持ち運ぶ際には、必ず本体側を持ってくだ
さい。液晶ディスプレイ側を持つと、液晶ディスプレ
イに過度の力が加わり、故障や破損の原因になること
があります。

	●パソコンのふた（液晶ディスプレイ）を開閉するとき
のご注意（ノートパソコンの場合）
パソコンのふた（液晶ディスプレイ）を開閉するとき
は、キーボード側の本体をしっかりと押さえてくださ
い。また、液晶画面に力を加えないように、枠の上部
中央部分を持つようにしてください。

	●本製品のお手入れ
故障や機能低下を防ぐため、本製品はこまめにお手入
れしてください。なお、本製品の具体的なお手入れ方
法については、本製品のマニュアルをご覧ください。

	●レンズのお手入れ
光学ドライブのレンズを清掃する際、市販のクリーニ
ングディスクやレンズクリーナーは絶対に使用しない
でください。逆にゴミを集めてしまい、光学ドライブ
のレンズが汚れてしまうなど、故障や機能低下の原因
になります。

	●通風孔（排熱孔）のお手入れ
通風孔（排熱孔）にたまったほこりなどは定期的に取
り除いてください。通風孔（排熱孔）がほこりなどに
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より目詰まりすると、本体内の空気の流れが悪くな
り、本製品の故障や機能低下の原因となることがあり
ます。

	●キーボードのお手入れ
キーボードの清掃には、掃除機を使用しないでくださ
い。キーが外れるおそれがあります。キーのすきまに
ゴミなどが入ったときは、精密機器専用のエアダス
ター（不燃性のもの）などで取り除いてください。
キーを故意に取り外すこともやめてください。キーを
もとに戻せなくなったり、キーやキーボードが破損
し、本製品の故障や機能低下の原因となることがあり
ます。

健康のために

パソコンを使った作業では、長時間同じ姿勢になりやす
いため、他の一般事務作業にくらべて次のような症状が
起こりやすいと言われています。

・	眼が疲れたり、重く感じる
・	ものがぼやけて見える
・	疲れやすい
・	頚（くび）から肩、手の指にかけて、しびれたり全
体的に痛みを感じたりする

このような症状の感じかたは、作業時間や使用状況など
により個人差が大きいと言われています。次のことを心
がけるようにしましょう。

・	1時間の作業につき10～15分の休息時間をとる
・	休憩時には、軽い体操をするなど、気分転換をはかる

万一、疲労が翌日まで残るような場合は、早めに医師に
相談してください。

■	良い作業姿勢をとりましょう
パソコンを使用する際の良い姿勢は、余分な力が入らな
い、リラックスできる姿勢と言われています。

・	背もたれに背中が支えられるよう背すじを伸ばして
椅子に座る

・	両手を床とほぼ平行にキーボードに置く
・	画面を目の高さより低くし、視線がやや下向きにな
るようにする

（※ノートパソコンの場合も基本は同じです）

背すじを
伸ばす

両手を床と
ほぼ平行に

視線が目の高さより
やや下向き

■	機器をこまめに調節しましょう
機器の調節ができる場合は、使いやすい状態にこまめに
調節してください。

	●液晶ディスプレイの角度調節
本製品の液晶ディスプレイは、角度調節ができるように
なっています（一部のディスプレイは除く）。まぶしい光

が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やすくす
るために、液晶ディスプレイの角度を調節することは大
変重要です。
角度調節について詳しくは、本製品やディスプレイに添
付のマニュアルをご覧ください。

	●画面の輝度（明るさ）調節・コントラスト（濃淡）調節
個人差、周囲の明るさなどによって、画面の最適な輝度・
コントラストは異なります。そのため、画面の輝度・コ
ントラストは、状況に応じて見やすいようにこまめに調
節することが必要です。
詳しくは、本製品のマニュアルをご覧ください。

	●画面の清掃
ディスプレイの画面は、ほこりなどで汚れると表示内容
が見えにくくなる原因になりますので、定期的に清掃す
る必要があります。

	●キーボードの角度調節
機種によっては、キーボードの角度調節ができるように
なっています。好みによって、入力しやすいようにキー
ボードの角度を変えることは、肩や腕への負担を軽減す
るのに大変有効です。
キーボードの角度調節をするときには、足を必ず両方と
も立てて使用してください。
なお、足の位置については、本製品のマニュアルをご覧
ください。

各種規制について

■	技術基準等適合認定について
このパーソナルコンピュータには、技術基準認証済みの
通信機器が搭載されています。

■	高調波電流規制について
この装置の本体は、高調波電流規格JIS C 61000-3-2 適
合品です。
本体の電源の入力波形は正弦波をサポートしています。

■	瞬時電圧低下について
［‌�バッテリーパックを取り付けていない場合（バッテリー

パックがない機種含む）］
本製品は落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合
を生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策とし
ては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすす
めします。（一般社団法人　電子情報技術産業協会のパー
ソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策に基づく表示）

［充電されたバッテリーパックを取り付けている場合］
本製品は、一般社団法人　電子情報技術産業協会の定め
たパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格を満
足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電
圧低下に対しては、不都合が生じることがあります。

■	レーザー安全基準について
光学ドライブが搭載されているモデルでは、レーザー製
品の安全基準（JIS C 6802、IEC60825-1）のクラス1レー
ザー製品である光学ドライブが搭載されています。
レーザーマウスが添付されているモデルでは、レーザー
製品の安全基準（JIS C 6802、IEC60825-1）のクラス1
レーザー製品であるレーザーマウスが添付されています。
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異常や故障の場合には

万一、本製品に異常や故障が生じた場合には、次のよう
に対処してください。

NECサポート窓口（121コンタクトセンター）にお問
い合わせください。

すぐに電源を切って電源コードのプラグをコンセン
トから抜いてください。
※電源が切れないときには、そのまま電源コードの
プラグをコンセントから抜いてください。
バッテリーパックを取り外せる機種は取り外してく
ださい。

・本製品から煙が出たり、異臭がしたりする
・本製品が、手で触れないほど熱い
・本製品から異常な音がする
・本製品や接続されたケーブル類が破損した

添付品の接続

設置場所を決める

設置場所については、「本体使用上の警告・注意」（p.4）
をご覧になり、適した場所に設置してください。

通風孔をふさがないようにできるだけ周囲に15cm以
上のスペースを確保してください。

接続するときの注意

	●本体、ケーブルのコネクタの端子に触れない
故障の原因になります。

	●ディスプレイに関する情報は、本マニュアルと併せて、
下記URLよりディスプレイのマニュアルをご覧くだ
さい。
https://www.sharp-nec-displays.com/dl/jp/dp/man_
dim/index.html

タイプME、タイプMB

スタビライザを取り付ける

本体を縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、必ず
スタビライザを取り付けて設置してください。
横置きで使用する場合は、「キーボード、マウスを接続す
る」（p.15）へ進んでください。

1	 机の端などに本体を横置きにし、本体を安定させる
机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚手
の紙や布などを敷いておくことをおすすめします。

2	 スタビライザを本体のツメに合わせ、スタビライ
ザを矢印方向にストッパがロックされるまでスラ
イドさせる

スタビライザを本体に取り付けるときは、指をけがし
ないよう注意してください。

上から見た図

ストッパ

ツメ

キーボード、マウスを接続する

キーボードやマウスは、コネクタの向きを確かめ、本体
の各コネクタに接続してください。

キーボードを接続する
USB接 続 の キ ー ボ ー ド の 場 合、 本 体 のUSBコ ネ ク タ

（  ）に接続してください。
PS/2接続のキーボードの場合、本体のPS/2キーボード
コネクタ（  ）に接続してください。

PS/2接続のキーボードの場合、キーボードのコネク
タをしっかりと奥まで差し込んでください。差し込み
が浅い場合、本機がキーボードを認識しないことがあ
ります。認識しないときは、本体の電源を切った状態
で、コネクタを接続し直してください。

マウスを接続する
マウスを本体のUSBコネクタ（  または ）に
接続してください。

ディスプレイを接続する

ディスプレイケーブルは、コネクタの向きを確かめ、本
体およびディスプレイの各コネクタに接続してください。
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•	本体背面のコネクタの構成は、モデルにより異なり
ます。
•	ディスプレイケーブルは、お使いのディスプレイに
添付されているものを使用するか、市販のケーブル
を別途お買い求めください。
•	お使いのモデルによっては変換アダプタが必要で
す。変換アダプタを使用するときは、コネクタの形
状や向きを確認し、接続してください。
•	複数のディスプレイを使用する場合は、Windows
のセットアップ後に『活用ガイド』の「機能を知る」
－「ディスプレイ・画面の表示機能」－「別のディス
プレイと連携させる」をご覧になり、接続してくだ
さい。
•	本体とディスプレイをDisplayPort-VGA変換アダ
プタおよびアナログRGBケーブルで接続している場
合は、オーディオケーブルの接続が必要です。オー
ディオケーブルはライン出力端子（ ）に接続し
てください。
•	グラフィックボード搭載モデルをお使いの場合は、
グラフィックボードに搭載されたDisplayPortのコ
ネクタに接続してください。

アナログRGB

DVI-D

DisplayPort

HDMI

＜ディスプレイ側＞＜本体側＞
HDMI

背面

DisplayPort

DisplayPort
（※3）

（※1）
（※2）

（※1）

（※1）

※1: ‌�本体のDisplayPortコネクタと接続する場合は、変
換アダプタが必要です。変換アダプタを使用する場
合は、変換アダプタのDisplayPortコネクタを本体
側のDisplayPortに接続してください。

※2: ‌�増設ポートです。セレクションメニューで選択した
場合、USBコネクタ（Type-C、USB3.2 Gen1対
応）、DisplayPortまたはHDMIのコネクタが搭載
されています。

※3: ‌�グラフィックボード搭載モデルを選択した場合に
搭載されています。

電源コードを接続する

1	 ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコ
ンセント付き電源コードに差し込む

				 

2	 本体の電源コードを接続する
①	サービスコンセント付き電源コードを本体に接
続する

②	アース線をACコンセントのアース端子に接続
する

アース端子部分にはキャップが付いています。
接続するときに取り外してください。

③	サービスコンセント付き電源コードのもう一方
のプラグをACコンセントに差し込む

2 - ②

2 - ③
2 - ①

アース端子

•	一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありま
すが、故障ではありません。
•	電源コードを外す際、アース線を接続している場合
は、必ずプラグを外してからアース線を外してくだ
さい。
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パソコンの準備

電源を入れる

1	 ディスプレイの電源を入れる
ディスプレイの電源スイッチの位置は、下記の
URLより、対象のディスプレイのマニュアルをご
覧になり、ご確認ください。

https://www.sharp-nec-displays.com/dl/jp/dp/
man_dim/index.html

2	 本体の電源スイッチ（  ）を押す

液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術で作られて
いますが、画面の一部にドット抜け※（ごくわずかな
黒い点や、常時点灯する赤、青、緑の点）が見えるこ
とがあります。
また、見る角度によっては、色むらや明るさのむらが
見えることがあります。これらは、液晶ディスプレイ
の特性によるものであり、故障ではありません。交換・
返品はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承
ください。
※：	‌�一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）の
ガイドラインに従い、ドット抜けの割合をNECサ
イトに記載しています。
下記のURLよりご覧ください。
https://jpn.nec.com/products/bizpc/info/
pc/lcddot.html
ガイドラインの詳細については、下記のURLより
ご覧ください。
「パソコン用液晶ディスプレイのドット抜けに関
する定量的表記ガイドライン」
https://home.jeita.or.jp/page_file/2011.
0511155520_QPHs9e7Z80.pdf

電源スイッチ（  ）

マニュアルの紹介
本機に関連するマニュアルを紹介します。マニュアルは、
本機に添付されているものと、Webサイトにアップロー
ドされているものがあります。

添付マニュアルについて

標準添付品セットを選択した場合に添付されています。

	●『はじめにお読みください』
本マニュアルです。

	●『保証規定＆修理に関するご案内』
コンピューターに関する相談窓口、保証期間と保証規
定の詳細内容およびQ&A、有償保守サービス、お客様
登録方法、NECの「ビジネスPC」サイトについて知り
たいときにお読みください。

Webサイトにアップロードされているマニュ
アルについて

	●『活用ガイド』
Windowsの初回セットアップや再セットアップをお
こなうとき、本体の各部の名称と機能について確認し
たいとき、アプリケーションをインストール／アンイ
ンストールするとき、またはトラブルが起きたときに
お読みください。

お使いの機能によっては、初期設定が必要な場合があ
ります。
各機能を使用する前に必ずお読みください。

	●『メンテナンスとアフターケアについて』
内蔵ストレージのメンテナンスをするとき、他のOS
をセットアップする（利用できるOSはモデルによって
異なります）とき、トラブルの予防や解決のヒント、
本機のアフターケアやサポート、本機の譲渡/廃棄に
ついて確認したいときにお読みください。

	●ディスプレイのユーザーズマニュアル
ディスプレイを利用するときに、必ずお読みください。

マニュアルの閲覧とダウンロード

ディスプレイのユーザーズマニュアル以外については、
「PC検索システム」の「型番直接指定検索」よりお使いの
機種を検索し、「マニュアル」をご覧ください。
	 https://www.bizpc.nec.co.jp/bangai/pcseek/
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ディスプレイのユーザーズマニュアルについては下記
URLよりご覧いただけます。
https://www.sharp-nec-displays.com/dl/jp/dp/
man_dim/index.html

	 •	‌�Windowsが起動しなくなったなどのトラブ
ルが発生した場合は、Webサイトにアップ
ロードされているマニュアルをご覧になれ
ません。必要に応じてサービス&サポートの
「Q&A」を印刷しておくと便利です。

	 		https://support.nec-lavie.jp/
	 •	‌�インターネットに接続できない環境でお使い

の場合は、ご購入元にご連絡ください。

お客様登録

インターネットへの接続が必要です。

マイページの「お客様登録」でお客様登録を行い、購入商
品をご登録くださいますようお願いいたします。詳細は
下記のホームページをご覧ください。
	 https://support.nec-lavie.jp/my/

付録

仕様一覧

仕様についての詳細や、各モジュールの電波法認証番号、
電気通信事業法認証番号については、ホームページ掲載
の仕様一覧をご覧ください。
仕様一覧は以下の手順で確認することができます。

1	 下記のアドレスから「PC検索システム」へアクセ
スする
https://www.bizpc.nec.co.jp/bangai/pcseek/

2	「型番直接指定検索」をクリック
3	「販売状況」、「型番種別」を選択し、「本体型番」欄に
お使いの機種の型番を入力して「検索」をクリック

4	「型番検索結果」画面で該当の項目の「一覧」ボタン
をクリック

「商品情報検索 －検索結果－」または「ベースモデ
ル一覧」画面が表示されます。

5	「型番」欄、「ベースモデル」欄または「フレーム型番」
欄から、お使いの機種に該当する型番をクリック

6	「情報表示メニュー」画面の「関連情報」から「仕様
一覧」をクリック
仕様一覧が表示されます。
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ご注意

（1）	 本マニュアルの内容の一部または全部を無断転載
することは禁じられています。

（2）	 本マニュアルの内容に関しては将来予告なしに変
更することがあります。

（3）	 本マニュアルの内容については万全を期して作成
いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載も
れなどお気付きのことがありましたら、ご購入元、
または121コンタクトセンターへご連絡ください。� 
落丁、乱丁本はお取り替えいたします。

（4）	 当社では、本製品の運用を理由とする損失、逸失
利益等の請求につきましては、（3）項にかかわらず
いかなる責任も負いかねますので、あらかじめご
了承ください。

（5）	 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙
機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機
器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器な
どへの組み込みや制御等の使用は意図されておりま
せん。これら設備や機器、制御システムなどに本製
品を使用され、人身事故、財産損害などが生じても、
当社はいかなる責任も負いかねます。

（6）	 海外NECでは、本製品の保守・修理対応をしており
ませんので、ご承知ください。

（7）	 本機の内蔵ストレージにインストールされている
Windowsおよび添付のメディアは、本機のみでご
使用ください。（詳細は「ソフトウェアのご使用条
件」および「ソフトウェア使用条件適用一覧」をお読
みください。）

（8）	 ソフトウェアの全部または一部を著作権者の許可
なく複製したり、複製物を頒布したりすると、著
作権の侵害となります。

（9）	 ハードウェアの保守情報をセーブしています。

Microsoft、WindowsおよびWindowsのロゴは、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における
登録商標、または商標です。
Windows の正式名称は、Microsoft Windows Operating 
Systemです。

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各
社の登録商標、または商標です。
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はじめにお読みください
タイプME、タイプMB
Windows 11 Proモデル
Windows 11 Homeモデル
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